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2広報にしあわくら　4月号広報にしあわくら　4 月号

令和２年
３月定例議会

３月９日、１０日、２３日実施

３月定例会の主な内容
【報告】

 ・産業建設常任委員会報告

 ・例月出納検査報告

　　（11・12・１月）

 ・各組合議会の報告

　　美作養護老人ホーム組合議会

　　勝英衛生施設組合議会

【選任同意】

 ・固定資産評価審査委員会委員

 ・監査委員

 ・副村長

【一般質問】

 ・一般質問（３件）

【議案】

 ・指定管理者の指定（４件）

 ・条例制定（４件）

　①西粟倉村つどい・くらしの拠

　　点施設設置に関する条例

　②西粟倉村構造改善センターの

　　設置及び管理に関する条例

　③西粟倉村空き家等の適正管理

　　に関する条例

　④西粟倉村立西粟倉図書館の設

　　置及び管理に関する条例

 ・条例改正（９件）

 ・条例廃止（１件）

 ・西粟倉村過疎地域自立促進市町

　村計画の変更について

 ・融資に関する損失補償契約の締

　結（１件）

 ・美作養護老人ホーム組合につい

　て（３件）

 ・当初予算（９件）

 ・補正予算（９件）

 ・請願（１件）

○令和２年度当初予算

※予算は通常千円単位で表示されますが、分かりやすくするため千円
以下を切り捨て万円単位で表示しています。

○平成３１年度補正予算

会計 予算額 前年度予算額

一般 ３６億４８９３万円 ３８億６１８８万円

国保 ２億４４６８万円 ２億５２５８万円

診療所 ５８６３万円 ６０１６万円

後期高齢 ２００４万円 １９９４万円

介護事業 ２億７３６７万円 ２億６４２１万円

介護サービス １０８４万円 １０３７万円

簡易水道 １億０３４０万円 １億３９４７万円

集落排水 ８２９３万円 ８４５２万円

森林管理 １億０１６５万円 １億１３０１万円

計 ４５億４４７７万円 ４８億０６１４万円

会計 補正額 補正後の総額

一般 △２億７０４２万円 ３８億４５７８万円

国保 △４５５万円 ２億５６５５万円

診療所 ２６０万円 ６４７９万円 

後期高齢 △１５０万円 １８４４万円

介護保険 ４４９万円 ２億７５３０万円

介護サービス △３３万円 １０００万円

簡易水道 ２７８万円 １億５４３４万円

集落排水 １万円 ８４５７万円

森林管理 △３００９万円 ８３３１万円

新年度スタートに向け、

９会計当初予算を可決 !!
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村
長
所
信
表
明
（
抜
粋
）

　

冬
の
季
節
の
終
わ
り
を
迎

え
、
例
年
に
な
い
雪
の
な
い

暖
か
い
年
度
末
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
現
下
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
猛
威
に

よ
る
感
染
リ
ス
ク
が
世
界
規

模
に
拡
大
し
、
未
だ
そ
の
収

束
の
手
が
か
り
さ
え
も
掴
め

て
い
な
い
不
安
な
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
本
村
で
も
対

策
本
部
を
立
ち
上
げ
る
と
と

も
に
各
課
で
必
要
な
対
策
を

講
じ
、
村
民
皆
様
へ
の
喚
起

を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
も
注
意
深
く
情
報

収
集
を
行
う
と
と
も
に
、
適

切
な
情
報
提
供
を
心
が
け
、

一
丸
と
な
っ
て
防
御
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
事
業
の
概
要

に
つ
い
て
、
総
務
分
野
で
は

前
年
度
に
引
き
続
き
本
庁
舎

等
の
拠
点
施
設
建
設
を
予
定

し
て
お
り
、
令
和
２
年
度
を

も
っ
て
こ
れ
ら
の
拠
点
施
設

の
す
べ
て
を
完
成
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま

　

産
業
観
光
分
野
で
は
、
地

域
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
の
受
け

手
と
な
る
小
・
中
学
校
の
建

物
側
の
整
備
を
は
じ
め
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
小
型
自
立
発

電
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
れ
は
西
粟
倉
村
の
防
災
拠

点
整
備
事
業
と
し
て
通
常
時

の
発
電
に
加
え
、
災
害
時
に

系
統
電
力
が
遮
断
さ
れ
た
場

合
で
も
ゆ
う
ゆ
う
ハ
ウ
ス
・

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
が
防
災

拠
点
と
し
て
機
能
す
る
よ
う

暖
房
・
給
湯
及
び
電
力
供
給

が
行
え
る
シ
ス
テ
ム
を
整
備

す
る
も
の
で
す
。
規
模
的
に

は
小
さ
い
な
が
ら
国
内
で
は

唯
一
の
取
り
組
み
と
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、経
済
合
理
性
、

持
続
可
能
性
を
追
求
す
る
脱

炭
素
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
地
域
循
環
共
生
圏
構
築
事

業
で
は
、
民
間
企
業
と
の
協

働
で
地
域
課
題
の
共
有
や
調

査
、
研
究
、
脱
炭
素
型
課
題

解
決
に
向
け
た
検
討
、
協
議

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
農
業
分
野
で
は
第
５

期
と
な
り
ま
す
中
山
間
地
域

的
な
負
担
の
少
な
い
介
護
を

め
ざ
す
と
と
も
に
、
そ
の
介

護
を
予
防
す
る
生
活
習
慣
の

確
立
や
身
体
の
機
能
維
持
に

つ
い
て
個
人
個
人
に
合
っ
た

予
防
策
を
提
案
し
、
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

住
民
主
体
の
支
援
活
動
に
よ

り
展
開
さ
れ
て
い
る
「
で
あ

い
茶
屋
」
の
活
用
や
、
そ
こ

へ
の
通
所
付
添
サ
ポ
ー
ト
事

業
な
ど
地
域
で
の
介
護
、
あ

る
い
は
介
護
予
防
の
環
境
づ

く
り
に
も
積
極
的
に
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た

来
年
度
は
第
８
期
の
介
護
保

険
事
業
計
画
策
定
の
年
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

医
療
を
要
と
し
て
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
健
康
で

明
る
い
村
民
生
活
を
送
る
た

め
の
保
健
・
医
療
・
介
護
構

想
の
再
検
討
を
図
る
ほ
か
、

助
産
師
、
薬
剤
師
、
理
学
療

法
士
等
と
の
連
携
を
積
極
的

に
図
り
な
が
ら
、
よ
り
充
実

し
た
健
康
ラ
イ
フ
の
実
現
に

努
め
ま
す
。

た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事

業
、SD

G's

未
来
都
市
推
進

事
業
、
さ
ら
に
地
域
活
性
化

の
推
進
に
向
け
て
第
６
期
の

西
粟
倉
村
総
合
振
興
計
画

と
、
新
た
な
地
方
創
生
総
合

戦
略
策
定
事
業
を
行
い
ま

す
。
ふ
る
さ
と
納
税
対
応
の

た
め
の
ふ
る
さ
と
寄
付
金
事

業
、
ま
た
災
害
復
旧
の
う
ち

補
助
対
象
外
の
事
業
等
へ
の

対
策
と
し
て
災
害
対
策
臨
時

管
理
事
業
、
ほ
か
に
旧
Ｊ
Ａ

の
施
設
管
理
等
を
柱
と
し
た

事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
空
き
家
の
問
題
と
そ

の
対
策
に
着
手
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
ま
ず
は
住
民
皆
様
か

ら
の
情
報
提
供
に
よ
る
現
状

の
再
確
認
か
ら
行
っ
て
参
り

ま
す
。
住
民
皆
様
に
も
ご
理

解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

次
に
保
健
福
祉
分
野
で
は

重
点
施
策
と
し
て
介
護
予
防

事
業
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り

ま
す
。
健
康
で
病
気
に
な
ら

な
い
生
活
を
維
持
し
、
精
神

等
直
接
支
払
制
度
に
よ
る
営

農
推
進
事
業
に
取
り
組
み
、

ま
た
増
大
す
る
農
地
管
理
受

託
需
要
と
そ
の
担
い
手
に
対

す
る
支
援
策
と
し
て
、
農
業

用
機
械
購
入
助
成
事
業
を
継

続
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
村

内
観
光
施
設
に
お
け
る
米
の

地
産
地
消
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
と
し
て
の
村
産
米
の
品

質
保
全
に
必
要
な
保
冷
倉
庫

の
整
備
を
行
い
ま
す
。
そ
の

他
、新
規
営
農
へ
の
参
入
や
、

特
産
物
へ
の
取
り
組
み
、
農

作
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
等
に
つ

い
て
の
研
究
、
研
修
な
ど
農

業
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
対
す

る
支
援
も
引
き
続
き
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
林
業
分
野
で
は
「
百

年
の
森
林
推
進
事
業
」
の
継

続
に
よ
り
、
路
網
整
備
、
間

伐
等
の
森
林
整
備
事
業
を
推

進
し
て
参
り
ま
す
。
令
和
２

年
度
か
ら
は
住
友
商
事
、
株

式
会
社
デ
ー
タ
フ
ラ
ク
ト
、

西
粟
倉
村
の
三
者
で
進
め
て

き
た
森
林
所
有
者
の
た
め
の

森
林
管
理
ア
プ
リ
「
ま
も

り
」
の
実
証
実
験
が
始
ま
り

ま
す
。
所
有
す
る
山
林
面
積

や
樹
種
、
木
材
体
積
、
年
間

CO
₂

吸
収
量
な
ど
、
所
有
林

の
正
確
な
デ
ジ
タ
ル
情
報
を

ア
プ
リ
に
よ
っ
て
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
、
今
後
さ
ら
に

必
要
な
森
林
管
理
情
報
の
整

備
に
つ
な
げ
る
た
め
の
実
証

実
験
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
村
内
の
林

業
事
業
体
や
製
材
業
者
、
森

林
組
合
等
で
構
成
さ
れ
る

「
百
年
の
森
林
協
同
組
合
」

に
よ
る
搬
出
材
の
新
た
な
流

通
、
加
工
事
業
で
の
高
付
加

価
値
化
へ
の
取
り
組
み
等
に

も
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

　

次
に
商
工
分
野
で
は
天
岡

に
完
成
す
る
「
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
の

利
活
用
も
含
め
、
観
光
系
、

福
祉
系
、
教
育
系
等
様
々
な

分
野
で
の
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン

チ
ャ
ー
を
積
極
的
に
推
進
し

て
参
り
ま
す
。
ま
た
地
方
創

生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、

全
国
に
広
が
る
広
域
連
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◆
報　

告

●
産
業
建
設
常
任
委
員
会
報

告●
例
月
出
納
検
査
報
告

　

11
月
分
、
12
月
分
、

　

１
月
分

●
各
組
合
議
会
の
報
告

(1)
美
作
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組

合
議
会

(2)
勝
英
衛
生
施
設
組
合
議
会

◆
選
任
同
意

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
同
意

　

河
野　

博
康
氏
（
再
任
）

　

長
尾
１
１
１
番
地

●
西
粟
倉
村
監
査
委
員
の
選

任
同
意

　

桐
山　

修
三
氏

　

長
尾
２
０
４
５
番
地
１

●
西
粟
倉
村
副
村
長
の
選
任

同
意

　

山
下　

英
輔
（
再
任
）

　

長
尾
５
０
０
番
地
１

◆
条　

例

【
制
定
】

●
西
粟
倉
村
つ
ど
い
・
く
ら

し
の
拠
点
施
設
設
置
条
例

●
西
粟
倉
村
構
造
改
善
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例

●
西
粟
倉
村
空
き
家
等
の
適

正
管
理
に
関
す
る
条
例

●
西
粟
倉
村
立
西
粟
倉
図
書

館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例

【
一
部
改
正
】

●
西
粟
倉
村
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例

●
西
粟
倉
村
職
員
の
旅
費
に

関
す
る
条
例

●
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例

●
西
粟
倉
村
営
住
宅
管
理
条

例●
西
粟
倉
村
林
産
物
需
要
拡

大
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例

●
西
粟
倉
村
簡
易
水
道
条
例

●
西
粟
倉
村
農
業
集
落
排
水

施
設
使
用
料
条
例

●
西
粟
倉
村
国
民
健
康
保
険

税
条
例

●
西
粟
倉
村
介
護
保
険
条
例

【
廃
止
】

●
西
粟
倉
村
農
業
構
造
改
善

セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例

◆
契
約
の
締
結

●
融
資
に
関
す
る
損
失
補
償

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

◆
規
約
の
変
更

●
美
作
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

◆
組
合
の
解
散

●
美
作
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組

合
の
解
散
に
つ
い
て

◆
財
産
処
分

●
美
作
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組

合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分

に
つ
い
て

◆
計
画
の
変
更

●
西
粟
倉
村
過
疎
地
域
自
立

促
進
市
町
村
計
画
の
変
更
に

つ
い
て

◆
指
定
管
理

●
西
粟
倉
村
構
造
改
善
セ
ン

タ
ー
（
給
油
所
）

　

株
式
会
社
あ
わ
く
ら
グ

リ
ー
ン
リ
ゾ
ー
ト

●
西
粟
倉
村
木
材
処
理
加
工

施
設

　

株
式
会
社　

西
粟
倉
・
森

の
学
校

●
西
粟
倉
村
林
産
物
需
要
拡

大
施
設

　

西
粟
倉
百
年
の
森
林
協
同

組
合

●
あ
わ
く
ら
温
泉
元
湯

　

株
式
会
社　

sonraku

◆
予　

算

●
令
和
２
年
度
当
初
予
算

（
９
会
計
）

●
平
成
３
１
年
度
補
正
予
算

（
９
会
計
）

◆
請
願

●
精
神
障
害
者
と
身
体
障
害

者
・
知
的
障
害
者
の
医
療
費

公
費
助
成
の
格
差
を
解
消
す

る
た
め
の
請
願

携
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
事

業
の
展
開
に
も
主
導
的
な
立

場
と
し
て
関
与
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
そ
の
成
果
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
も
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

次
に
観
光
施
設
の
維
持
管

理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
施
設

の
老
朽
化
に
伴
い
年
々
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
費
用
が
増
加
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
施
設
の
設

置
目
的
を
明
確
に
し
た
う
え

で
、
運
営
に
か
か
る
費
用
と

効
果
を
考
慮
し
な
が
ら
施
設

の
統
廃
合
、
新
規
建
設
な
ど

効
率
的
な
運
営
と
将
来
へ
の

展
開
を
決
断
す
る
考
え
で
あ

り
ま
す
。

　

次
に
建
設
分
野
で
は
、
引

き
続
き
県
所
管
の
道
路
、
河

川
等
の
災
害
復
旧
事
業
が
施

行
さ
れ
ま
す
が
、
村
単
独
で

も
小
回
り
の
利
く
小
規
模
な

災
害
復
旧
事
業
を
実
施
し
て

参
り
ま
す
。
林
道
の
新
設
は

美
作
市
と
の
同
時
施
工
に
よ

る
「
竹
の
頭
ダ
ル
ガ
峰
み
は

ら
し
線
」、
改
良
工
事
と
し

て
林
道
「
ダ
ル
ガ
峰
線
」
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

国
土
強
靭
化
計
画
、
長
寿
命

化
計
画
に
よ
る
橋
梁
・
ト
ン

ネ
ル
等
の
点
検
、
修
繕
事
業

と
し
て
影
石
谷
ト
ン
ネ
ル
、

筏
津
橋
、
庄
境
橋
、
泉
家
橋

等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
特

別
会
計
の
簡
易
水
道
事
業
で

は
計
画
に
則
り
中
央
浄
水
場

の
配
電
盤
更
新
工
事
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
教
育
関
係
分
野
で

は
、「
あ
わ
く
ら
会
館
」
の

オ
ー
プ
ン
で
、図
書
館
、ホ
ー

ル
の
使
用
が
始
ま
り
ま
す
。

し
っ
か
り
と
施
設
を
見
て
い

た
だ
き
、
体
験
し
て
い
た
だ

き
積
極
的
な
使
用
、
活
用
の

ご
提
案
も
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
学
校
関
係

で
は
、
村
の
「SD

G's

未
来

都
市
」
認
定
と
歩
調
を
合
わ

せ
、「
百
年
の
森
林
構
想
」

を
実
践
す
る
地
域
と
し
て
地

域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
に
教

育
の
視
点
か
ら
取
り
組
み
ま

す
。
そ
の
価
値
観
や
課
題
に

つ
い
て
地
域
を
超
え
て
世
界

と
つ
な
が
る
共
通
認
識
を
持

つ
こ
と
で
よ
り
確
か
な
学
び

を
実
現
す
る
た
め
に
、
幼
稚

園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
ユ

ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
認
定
へ
の

申
請
を
行
う
予
定
で
す
。
令

和
２
年
度
は
特
色
あ
る
教
育

実
践
交
流
事
業
と
し
て
Ｅ
Ｓ

Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
教
育
）
を
は
じ
め
、
地

域
学
習
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

中
に
位
置
づ
け
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
役
と
し
て
教
育
系

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
人
材

を
投
入
す
る
予
定
と
し
て
お

り
ま
す
。
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３月定例議会
一般質問
福井　正議員

問問答

今
年
１
月
に
発
生
し

た
塩
谷
浄
水
場
の
濁

水
問
題
の
原
因
と
対
策
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

次
に
、
平
成
29
年
度
に
策

定
さ
れ
た
西
粟
倉
村
簡
易
水

道
事
業
経
営
戦
略
の
投
資
計

画
に
基
づ
く
配
水
管
敷
設
替

工
事
及
び
村
内
各
浄
水
場
の

更
新
工
事
の
結
果
と
現
在
の

進
捗
状
況
を
お
伺
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
配
水
管
の
耐
用
年

数
は
約
40
年
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
当
村
各
地
区
に
埋

設
さ
れ
て
い
る
配
水
管
の
経

過
年
数
と
今
後
の
敷
設
計
画

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

建
設
課
長

１
月
の
濁
水
問
題

結

し
て
は
西
粟
倉
村
総
合
振
興

計
画
の
中
に
明
記
を
し
、
財

源
的
に
は
大
き
な
負
担
を
要

し
ま
す
の
で
、
公
営
企
業
債

あ
る
い
は
過
疎
債
、
辺
地
債

を
計
画
的
に
運
用
し
な
が
ら

こ
れ
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
に
つ
き
ま
し

て
も
趣
旨
に
の
っ
と
り
適
切

な
計
画
を
立
て
、
こ
れ
を
実

施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

今
回
の
塩
谷
浄
水
場
の
濁

水
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

多
く
の
村
民
の
皆
様
に
ご
不

便
や
ご
迷
惑
、
ご
心
配
を
お

か
け
い
た
し
ま
し
た
。
将
来

に
及
ん
で
安
全
で
良
質
な
お

い
し
い
水
の
確
保
を
考
え
ま

す
と
、
水
源
の
保
護
、
管
理

は
よ
り
慎
重
に
、
ま
た
厳
重

に
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先

の
検
討
に
な
り
ま
す
が
、
浄

水
場
、
水
道
水
源
に
つ
き
ま

し
て
は
水
源
保
護
地
域
を
指

定
し
、
水
源
の
水
量
、
水
質

に
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
の

あ
る
開
発
行
為
、
そ
の
他
に

対
し
て
規
制
を
設
け
る
水
道

り
、
簡
易
水
道
事
業
の
基
本

は
村
民
が
い
つ
で
も
安
心
し

て
飲
め
る
水
を
継
続
的
に
確

保
す
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
。
現
在
こ
う
い
っ
た
生
活

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
つ
き
ま

び

は
、
伐
採
木
の
運
搬
の
た
め

の
重
機
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
が

通
る
こ
と
に
よ
り
、
立
木
伐

採
地
や
作
業
道
に
流
れ
込
ん

で
き
た
泥
水
が
支
流
に
流
れ

込
み
、
本
流
に
合
流
し
た
こ

と
、
ま
た
、
塩
谷
浄
水
場
の

ろ
過
器
の
老
朽
化
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。対
策
と
し
て
、

本
流
へ
作
業
道
か
ら
の
濁
り

水
の
流
入
を
防
ぐ
た
め
土
の

う
を
設
置
し
、
素
掘
り
の
側

溝
を
入
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

塩
谷
浄
水
場
の
配
水
池
の
水

を
抜
き
中
の
洗
浄
を
行
い
ま

し
た
。
今
後
は
工
程
を
打
ち

合
わ
せ
て
取
水
を
止
め
る
な

ど
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
次
に
配
水

管
路
、
配
水
管
敷
設
工
事
及

び
村
内
各
浄
水
場
の
更
新
工

31
年
経
過
し
て
い
ま
す
。
耐

用
年
数
か
ら
考
え
ま
し
て
、

今
の
と
こ
ろ
敷
設
替
え
を
行

う
計
画
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
来
年
度
計
画
さ
れ

て
お
り
ま
す
第
６
次
総
合
振

興
計
画
の
後
期
計
画
に
は
40

年
を
達
す
る
地
区
が
出
て
こ

よ
う
か
と
思
い
ま
す
の
で
、

計
画
を
上
げ
る
こ
と
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。村

長
議
員
ご
指
摘
の
と
お

配
管
の
敷
設
替
え
に

つ
い
て
は
、
村
内
を

一
度
に
や
る
の
は
大
変
な
の

で
、
計
画
を
持
っ
て
推
進
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
回
岡
山
県
健
康
づ
く

り
財
団
に
よ
る
村
内
４
カ
所

の
浄
水
場
の
水
質
検
査
結
果

の
履
歴
を
拝
見
い
た
し
ま
し

た
。
４
カ
所
全
て
の
浄
水
場

に
お
い
て
水
質
基
準
を
ク
リ

ア
し
て
お
り
ま
す
。
村
民
の

皆
様
に
西
粟
倉
の
水
道
水
は

安
心
・
安
全
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。
村
民
の
最
も
重
要

な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
つ
で

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

安
心
・
安
全
な
供
給
サ
ー
ビ

ス
を
持
続
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

事
の
結
果
と
現
在
の
進
捗
状

況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
長
尾
地

区
の
配
水
管
工
事
は
平
成
27

年
度
、
平
成
30
年
度
、
北
部

浄
水
場
ろ
過
器
更
新
工
事
は

平
成
30
年
度
、
中
央
浄
水
場

ろ
過
器
更
新
工
事
は
平
成
28

年
度
に
施
工
し
て
お
り
ま

す
。
現
在
は
、
塩
谷
浄
水
場

ろ
過
器
更
新
工
事
を
行
っ
て

い
る
段
階
で
す
。
次
に
配
水

管
路
の
経
過
年
数
と
今
後
の

敷
設
計
画
に
つ
い
て
、
中
央

浄
水
場
が
昭
和
61
年
に
敷
設

し
、34
年
経
過
し
て
い
ま
す
。

北
部
浄
水
場
は
平
成
５
年
に

敷
設
し
、
27
年
経
過
、
塩
谷

浄
水
場
は
平
成
７
年
に
敷
設

し
、
25
年
経
過
、
引
谷
浄
水

場
は
平
成
元
年
に
敷
設
し
、

水
源
保
護
条
例
等
の
設
置
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

答

西
粟
倉
村
簡
易
水
道

事
業
に
つ
い
て
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ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
当
時

は
意
味
も
有
り
、
役
目
も
果

た
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

時
代
が
変
わ
り
森
林
を
取
り

巻
く
状
況
も
変
化
し
、
見
直

し
を
す
る
べ
き
時
期
が
来
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
村
の
考

え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

３月定例議会
一般質問
草刈勇一議員

問
保
護
料
は
大
正
11
年

に
定
め
ら
れ
、
現
在

地
方
創
生
特
任
参
事

保
護
料
を
検
討
す
る

場
合
、
次
の
点
に
お
い
て
今

後
の
方
向
性
の
検
討
が
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
１
点
目
と
し
て
、
当
初

の
損
失
補
償
の
観
点
で
申
し

上
げ
ま
す
と
、
現
在
に
お
い

て
は
村
が
各
地
区
に
対
し
て

各
種
の
助
成
金
及
び
運
営
助

成
を
支
出
し
て
お
り
ま
し

て
、
本
来
部
落
有
林
が
果
た

す
べ
き
機
能
の
代
替
え
に
つ

い
て
は
既
に
村
が
行
っ
て
い

る
状
況
で
あ
る
と
い
う
こ
と

と
、
村
有
林
を
統
一
的
に
管

村
長

木
材
市
場
は
昭
和
55

年
ご
ろ
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
ま

で
上
昇
が
続
い
た
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
造
林
費
用
は
、
物

価
の
上
昇
を
考
慮
し
て
も
、

そ
れ
を
大
き
く
上
回
る
価
格

で
の
売
買
が
続
き
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
利
益
で
住
民
福
祉

財
源
も
潤
い
、
そ
の
一
部
を

保
護
料
と
し
て
当
該
地
域
へ

配
分
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
既
に
木
材
価
格
の

下
落
が
始
ま
っ
て
40
年
に
な

り
、
そ
の
間
も
物
価
の
上
昇

は
続
い
て
お
り
ま
す
。
現
状

を
申
し
ま
す
と
、
販
売
価
格

で
は
造
林
経
費
は
言
う
に
及

ば
ず
、
搬
出
経
費
だ
け
で
も

賄
え
る
か
ど
う
か
と
い
う
状

態
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

林
業
と
し
て
は
採
算
割
れ
、

赤
字
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
既
に
住
民
全
体

の
福
祉
財
源
に
損
失
が
生
じ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
利
益
で
な

く
、
売
買
収
入
の
一
定
割
合

を
特
定
の
地
域
に
配
分
す
る

と
い
う
規
定
で
は
保
護
料
の

支
払
い
は
さ
ら
に
全
体
の
福

祉
財
源
を
減
ら
し
て
し
ま
う

こ
と
に
繋
が
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
う
い
う
こ
と
で
は
条

例
の
意
図
が
正
し
く
反
映
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て

条
例
の
見
直
し
が
必
要
と
判

断
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
保
護
料
に
つ
き
ま

し
て
は
、
専
門
家
の
解
釈
も

こ
の
条
例
は
末
代
ま

で
引
き
継
ぐ
も
の
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

関
係
者
の
人
た
ち
と
丁
寧
な

説
明
で
協
議
を
重
ね
て
何
ら

か
の
方
法
で
少
し
ず
つ
見
直

し
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
現
在
、
保
護
料

は
た
だ
も
ら
う
だ
け
の
も
の

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
は
大

変
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
そ
の
辺
は
何
回

も
協
議
さ
れ
て
丁
寧
に
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

理
す
る
こ
と
で
財
政
基
盤
を

確
立
し
、
そ
れ
が
村
全
体
の

福
祉
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い

て
部
落
間
に
よ
る
格
差
の
発

生
を
抑
制
し
て
い
る
と
判
断

し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
木

材
価
格
の
下
落
と
整
備
費
用

の
上
昇
は
昭
和
54
年
当
時
に

は
ま
だ
想
定
さ
れ
て
お
ら

ず
、
販
売
す
れ
ば
多
額
の
利

益
が
発
生
す
る
と
の
根
拠
に

基
づ
い
て
保
護
料
の
議
論
が

行
わ
れ
て
い
る
形
跡
が
ご
ざ

い
ま
す
。
現
状
で
見
ま
す

と
、
木
材
収
入
に
よ
り
こ
れ

ま
で
の
施
業
費
を
支
払
っ
て

な
お
、
利
益
が
発
生
す
る
状

況
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
そ
も

そ
も
各
地
区
に
対
し
て
各
種

補
助
金
及
び
運
営
助
成
金
を

行
っ
て
な
お
損
失
補
償
を
行

い
が
た
い
状
況
と
な
り
つ
つ

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
２

点
目
と
し
て
、
条
例
上
に
お

い
て
保
護
料
の
終
期
が
規
定

さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
ご
ざ

い
ま
す
。
保
護
料
と
い
う
損

失
補
償
に
つ
き
ま
し
て
は
、

将
来
に
わ
た
り
永
続
的
に
補

償
す
る
も
の
で
は
な
く
、
大

正
11
年
時
点
に
お
け
る
損
失

補
償
と
解
釈
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
昭

和
54
年
に
お
け
る
条
例
制
定

は
、
大
正
11
年
に
お
け
る
損

失
補
償
対
象
林
を
明
確
に
す

る
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
条
例
に
基
づ
い
て

現
在
も
保
護
料
を
お
支
払
い

し
て
い
る
状
況
で
す
。
こ
の

条
例
に
基
づ
い
て
保
護
料
を

支
払
っ
た
山
林
は
大
正
11
年

時
の
損
失
補
償
行
為
が
終
了

し
た
と
法
令
上
の
判
断
が
出

来
る
の
で
は
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

必
要
と
い
う
こ
と
で
、
弁
護

士
に
も
相
談
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
当
初
、
保
護
料
に
は

入
会
権
を
失
う
こ
と
へ
の
損

失
補
償
の
意
味
合
い
が
含
ま

れ
る
と
の
解
釈
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
は
補
償
行
為

の
始
ま
り
と
終
結
を
明
記
す

る
必
要
も
生
じ
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
も
含
め
、
見
直

し
作
業
に
着
手
を
し
て
ま
い

り
た
い
と
い
う
こ
と
を
考
え

て
お
り
ま
す
。

結
び

答

答

問

村
公
有
林
野

　
保
護
料
に
つ
い
て
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河野　玲議員

問

答

農
家
は
厳
し
い
状
況

の
中
、
農
地
を
荒
ら

さ
な
い
よ
う
に
守
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
担
い
手
の
減

少
や
高
齢
化
が
進
み
、
農
業

の
継
続
や
後
継
者
に
係
る
課

題
が
あ
り
ま
す
。
農
業
機
械

の
更
新
を
行
う
時
は
金
銭
的

な
負
担
が
大
き
く
、
機
械
の

更
新
を
行
う
よ
り
農
地
を
預

け
る
、
農
業
を
諦
め
る
と

い
っ
た
事
例
が
増
え
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
農
業
者
へ
の
助
成
を
行

う
こ
と
に
よ
り
農
業
経
営
の

継
続
や
農
地
保
全
へ
繋
が
る

と
考
え
ま
す
。
村
独
自
の
農

地
方
創
生
特
任
参
事

認
定
農
業
者
ま
た
は

認
定
新
規
就
農
者
の
認
定
を

受
け
ら
れ
た
方
に
対
し
て
、

ま
た
、
将
来
に
わ
た
り
地
域

の
担
い
手
と
し
て
農
業
経
営

に
取
り
組
む
者
が
農
業
用
機

械
を
購
入
す
る
こ
と
に
対
し

て
、
補
助
対
象
経
費
の
２
分

の
１
以
内
上
限
１
０
０
万
円

の
助
成
事
業
を
平
成
31
年
度

か
ら
実
施
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
令
和
２
年

度
よ
り
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
の
第
５
期
対
策
が

開
始
さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で

協
定
参
加
者
の
減
少
や
高
齢

化
、
担
い
手
不
足
な
ど
中
山

間
地
域
が
抱
え
る
課
題
に
対

応
し
、
農
業
生
産
活
動
の
継

続
に
向
け
、
よ
り
前
向
き
な

取
り
組
み
を
支
援
す
る
目
的

で
、
生
産
性
向
上
加
算
が
新

設
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
こ

認
定
農
業
者
に
関
し

て
は
上
限
１
０
０
万

円
と
い
う
助
成
金
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
認
定
農
業
者

に
な
る
た
め
に
は
１
年
間
で

３
０
０
万
円
の
売
り
上
げ
、

純
利
を
上
げ
る
こ
と
が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
の
農

業
者
に
対
し
て
少
し
手
を
差

し
伸
べ
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
と
い
う
よ
う
な
助
成
が
あ

れ
ば
農
業
者
も
助
か
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

村
長

個
人
の
２
反
、
３
反

の
田
ん
ぼ
に
対
す
る
助
成
を

と
の
こ
と
で
す
が
、
お
そ
ら

く
多
く
の
方
が
兼
業
農
家

で
、
兼
業
の
ほ
う
が
所
得
は

大
き
い
と
思
い
ま
す
。
個
人

の
事
業
つ
ま
り
兼
業
事
業
の

一
部
と
し
て
、
そ
れ
に
我
々

が
支
援
を
す
る
べ
き
か
ど
う

か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま

す
。
全
体
と
し
て
の
支
援
は

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
な
ど
色
々
な
支
援
が
あ
り

ま
す
。
村
の
認
定
農
業
者
に

対
す
る
支
援
と
い
う
の
は
、

兼
業
の
人
が
も
う
農
業
を
諦

め
て
し
ま
っ
た
、
そ
の
農
地

も
受
け
取
っ
て
耕
作
を
す
る

と
い
う
前
提
で
、
そ
う
い
っ

た
人
に
は
支
援
を
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
と
、
後
押
し
を
し

な
い
と
な
か
な
か
難
し
い
だ

ろ
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
の
助
成
制
度
だ
と
思

い
ま
す
。
現
在
は
皆
さ
ん
の

農
地
を
、
も
う
で
き
な
く

な
っ
た
農
地
を
そ
の
ま
ま
捨

て
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん

３月定例議会
一般質問

れ
は
機
械
、
農
作
業
の
共
同

化
に
対
し
て
10
ａ
当
た
り

３
，
０
０
０
円
の
加
算
が
上

限
２
０
０
万
円
で
行
わ
れ
る

と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
、

同
時
に
今
後
の
集
落
戦
略
の

作
成
が
必
要
と
な
っ
て
お

り
、
将
来
の
担
い
手
を
つ
く

る
、
ま
た
は
営
農
組
織
を
つ

く
る
な
ど
、
長
期
で
農
業
生

産
活
動
が
継
続
さ
れ
る
仕
組

み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
集
落
協
定
ま
た
は
個

別
協
定
に
基
づ
い
て
農
地
の

集
積
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た

上
で
、
個
人
個
人
の
農
業
機

械
の
助
成
を
行
う
よ
り
も
、

後
継
者
及
び
組
織
に
対
し
て

業
者
へ
の
助
成
制
度
が
出
来

な
い
か
お
伺
い
し
ま
す
。

機
械
等
の
購
入
支
援
と
い
う

の
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
同

時
に
ふ
る
さ
と
納
税
等
を
活

用
し
、
米
農
家
様
の
米
の
買

い
入
れ
価
格
を
下
支
え
す
る

な
ど
、
農
家
の
所
得
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

の
で
、
そ
の
農
地
を
預
か
っ

て
耕
作
を
し
て
く
だ
さ
る
と

い
う
行
為
に
対
し
て
、
あ
る

程
度
支
援
を
す
る
と
い
う
形

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
ふ
う

に
ご
理
解
を
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

一
般
の
農
業
者
は
自

分
た
ち
が
守
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
土
地

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
ら
辺
の

支
援
を
考
え
て
い
た
だ
い

て
、
原
野
や
空
い
た
農
地
が

な
い
よ
う
に
で
き
る
だ
け
努

め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
今
、
県
内
で
そ
う
い
う

助
成
を
や
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
吉
備
中
央
町
と
鏡
野
町

で
す
。
県
内
で
も
２
件
、
町

村
で
や
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か

ら
、
西
粟
倉
に
で
き
な
い
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
助
成
を
し
過
ぎ
て
金
額

が
上
が
り
過
ぎ
て
い
く
の
も

違
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ

の
辺
り
の
検
討
も
踏
ま
え
助

成
制
度
を
考
え
て
い
た
だ
け

れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

結
び

答

答

問

問

農
業
者
へ
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
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■現在の活動内容
　農業、住居、オープンデータ、モビリティ等、分
野ごとにプロジェクトチームを組み、方針の決定や
企業との連携に向けた準備をおこなっています。ま
た、自動草刈り機などの研究開発に取り組む企業と
の、村内での実演会・交流会を計画しています。

■今後の予定
　2020 年 6 月に正式に財団法人としての立ち上げ
を予定しています。運営にあたって、この西粟倉村
に良いものがつくれるよう精一杯努めてまいりたい
と思いますので、今後とも応援、ご協力どうぞよろ
しくお願い致します。

　多種多様なプロジェクトが立ち上がり、村の一人一人が個性を活かして輝いている。

そして、色と色が折り重なり「彩り」を生み出すように、一人一人の個性が折り重なって、

よりよい未来を一緒になって実現していける。そんな西粟倉村を後世に残すためにも、

既存の方法にとらわれず、新しい動きを INVENTION( 発明 ) していく組織を目指しています。

~ ロゴにのせた想い ~

■むらまるごと研究所って？
　「最新テクノロジーは人・地域を幸せにすること
ができるのか」という問いかけのもと、この研究所
は立ち上がりました。村にある資源や課題、データ
を整理し、最先端技術の研究開発をおこなう企業や
団体とマッチングすることで、企業や村民の方々が
共に未来のために試行錯誤し、課題解決に向けて行
動できる基盤をつくることを目指しています。 
　総務省の「地域おこし企業人」制度を活用するな
ど、村への負担を少なくする仕組みづくりを行なう
ことで、多様な分野で村まるごとをフィールドとし
た研究が継続的に行われる環境を整えます。

【継続的な実証実験をおこなうための研究所の 4 つの役割】
①村内の課題と企業の持つテクノロジーとのマッチング

②企業や研究者の受入れと村内コーディネート

③村内のデータの収集・整理とオープンデータ化

④地域おこし企業人、企業版ふるさと納税の活用

■「課題」こそ良い未来への出発点
　例えば草刈り。草刈りの時間的、体力的な負担が
減れば、この村での暮らしはより豊かになるかもし
れません。みなさんの「こうなったらいいな」とい
う思いやアイデアが、今までになかった技術の開
発に繋がり、未来の村での暮らしが豊かになるため
の、大きな一歩になると考えています。

【問合せ先】　むらまるごと研究所　事務局　担当：秋山・大島 　TEL：090-4109-6500

“ 生きるを楽しむ ” 村で
最新テクノロジーを最大限に活かす
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新事業創出に係る研究開発事業の募集について
　西粟倉村は成長が見込まれる新事業の創出を促進することを目的とし、地方創生推進交付金を活用した
下記事業の公募を開始します。

○対象
　村内に主たる事業所があり、申請時から 5 年後
までに売上を 5000 万円又は雇用を 5 人以上増加
させ、村の経済に波及効果を及ぼすことを通じ、村
内総生産の向上若しくは雇用環境の改善に貢献する
という明確な意思とビジョンを持っていること。
○内容　
　研究開発事業の対象事業所へ研究開発業務を委託
する。
○申請方法
　申請フォーマットを事務局に提出。
○審査
　外部専門家チームにより審査を行う。　　　　↗

○スケジュール
事業説明会　　　　５月７日（木）　18 時～
　　　　　　　　　（旧影石小学校にて開催）
応募締切　　　　　５月２７日（水）
審査会　　　　　　６月１７日（水）
事業開始　　　　　７月予定

【問合せ先】
西粟倉村　産業観光課　0868-79-2111
西粟倉ローカルベンチャー推進協議会事務局
　　　　　　　　エーゼロ（株）　0868-75-3058
※詳細についてはお問い合わせいただくか、事業説
明会へご参加下さい。

車の変更手続き・移転手続を忘れずに !!
　自動車・軽自動車を所有されている方の住所に変更があった場合や、自動車・軽自動車の使用本拠地を変
更した場合は、検査証の変更登録等の手続が必要です。自動車をお持ちの方は中国運輸局岡山運輸支局へ、
軽自動車をお持ちの方は軽自動車検査協会岡山事務所への申請をお願いします。
　自動車・軽自動車の正しい登録・届出は道路運送車両法で定められた義務です。
　　　●引っ越し等により住所が変わったら？→「変更登録」手続が必要。（住所変更）

　　　●譲渡等により所有者が変わったら？　→「移転登録」手続が必要。（名義変更）

以下のような支障が生じるおそれがあります。

☆リコール案内（車の欠陥に関する重要な通知）、税金や保険のお知らせが届かない。

☆これらのお知らせが前の所有者に届けられ、トラブルの原因に ･･･

☆盗難や事故の時に所有者や使用者の確認が遅れる。

　また、罰金刑に処される場合もあります。

手続きを行わないと・・・

　【ヘルプデスク】

登録自動車 ( 白や緑のナンバープレート ) →中国運輸局　岡山運輸支局　TEL050-5540-2072

軽自動車 ( 黄色や黒のナンバープレート ) →軽自動車検査協会　岡山事務所　TEL050-3816-3084

ご注意！

軽自動車税種別割の納付期限は 4 月 30 日（木）
　　（お問い合わせは西粟倉村役場総務企画課税務係 0868-79-2111）

自動車税種別割の納付期限は 6 月 1 日（月）
　　（お問い合わせは岡山県美作県民局税務部課税課 0868-23-1272）

忘れないでね！
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【 受けてください。命を守る、大切な「けんしん」 】
総合健診とがん健診は、法律で定められた健康診断です。

健康寿命を伸ばすために、１年に１度は必ず受けましょう！

○総合健診 ･･･

　　＊基本健診：３０歳～３９歳　＊特定健診：４０～７４歳（国保加入者のみ）

　　＊高齢者健診：７５歳以上　＊がん検診：３０歳以上（胃、大腸、肺、前立腺、肝炎）

　５月２８日（木 )、２９日（金）、３１日（日）、６月１日（月）
○骨密度測定 ･･･ ３０歳以上の男女

　５月３１日（日）午前
○婦人科検診 ･･･ 乳がん検診、骨密度測定：３０歳以上、子宮頸がん検診：２０歳以上

　５月２１日（木）午後、２２日（金）午前　※健康カレンダーの日程と異なります。詳しくは折込チラシをご覧ください。

○実施場所：いきいきふれあいセンター　　　詳しい内容は、広報５月号に掲載します。
※３月に行った検診希望調査票で未記入だった方は、保健福祉課までお申込みください。

【お申込み・お問合せ　西粟倉村　保健福祉課　７９－７１００】

風しん予防接種の追加対策について
　平成 31 年 4 月に発送している第 1 回クーポンの有効期限が 1 年間、延長されました。まだご利用にな
っていない方で抗体検査をご希望の方はこの機会に受診しましょう。
　また、令和 2 年 4 月下旬に昭和 37 年 4 月 2 日生から昭和 47 年 4 月 1 日生までの男性の対象者でまだ
検査等実施されていない方に第 2 回クーポン券を発送する予定です。

区分 対象生年月日 性別 摘要

第一回クーポン延長対象者 昭和 47 年 4 月 2 日生から
昭和 54 年 4 月 1 日生まで 男性 ・前回発送したクーポンの有効期限

が令和 3 年 3 月まで延長されます。

第二回クーポン発送対象者 昭和 37 年 4 月 2 日生から
昭和 47 年 4 月 1 日生まで 男性 ・まだ検査等実施されていない方に

クーポン券を発送します。

○抗体検査・予防接種までの流れ

ク
ー
ポ
ン
券
の
受
取
り

医
療
機
関
で
抗
体
検
査

（
ク
ー
ポ
ン
券
、
本
人
確
認
書

類
が
必
要
で
す
）

抗
体
あ
り

抗
体
な
し

予防接種の対象になりません。

医療機関で予防接種を受けましょう！

（クーポン券、本人確認書類、抗体検査結果通知が必要です）

お問合せ先：
西粟倉村　保健福祉課
０８６８－７９－７１００

※抗体検査 ･ 接種をご希望の方は事前に医療機関等にご確認ください。
※風しんの追加的対策の詳しい情報については厚生労働省のホームペー
ジをご覧ください
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～西粟倉村国民健康保険診療所の紹介～

　村唯一の医療機関、西粟倉村診療所ですが、診療所について詳しくご存知ない方も多いのではないでしょ
うか。また、診療所ではどんな検査ができるの？　このケガは診療所で処置してもらえるの？　など悩まれ
る方もおられると思います。そこで、診療所の中の様子や可能な検査や処置を紹介します。 

《診察室》
患者さんの話を聞きながら、丁寧

に診察してくれます

《レントゲン撮影室》
胸腹部の異常や、骨折、骨密度な

ど X 線で調べられます。

《超音波検査》
痛みを伴わずに、臓器の異常を調

べられます。

《心電図検査》
手首足首、胸部に装置を装着し、

心臓の異常を波形にて確認するこ

とができます。

《胃内視鏡検査》
通称胃カメラと呼ばれる検査で

す。食道から十二指腸までしっか

り観察できます。

《病室》
待合で待つことが困難な場合は、

ベッドでお休みいただくことも可

能です。

～その他行える検査～

血液検査、尿検査、便検査

ピロリ菌検査、真菌 ( カビ ) 検査

～行える処置～

軽度の外傷に対する処置、ネブライザー吸入・吸引、

点滴、導尿、浣腸、ガングリオンの除去、爪切り

上記の検査や処置などは診療所にて行えます。診察時間に限りがあり、診療所の受診が
なかなか難しい方もおられると思いますが、診療所を上手に活用してみてください。

西粟倉村国民健康保険診療所
℡ 0868-79-2220

管が細いので
鼻からもＯＫ！
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■飼い犬の登録は済んでいますか？
　飼い犬を登録する目的は、犬の飼い主を明確にすることです。これにより、どこに犬が飼育されてい
るかを把握することができ、狂犬病が発生した場合にその地域において迅速かつ的確に対応することが
できます。
　生後 91 日以上で登録手続きがまだ済んでいない犬の飼い主の方は、いきいきふれあいセンターにて、
登録手続きをしていただく必要があります。室内で飼っている犬も登録が必要です。引っ越しした場合
や亡くなった場合にも届け出が必要です。

■ペットも大切な家族です
　一度飼い始めたペットには愛情を持って接し、家族の一員として寿命をまっとうするまで飼い続ける
ことが、飼い主としての責任です。
　繁殖を望まないならば避妊去勢手術を受けさせ、不幸な動物を増やさないようにしましょう。
　また、手術に対する助成制度もあります。条件は下記の通り。

■ご近所への迷惑にならないように飼育しましょう
　ペットの放し飼い、鳴き声やフンなどでご近所に迷惑をかけていませんか？

「清潔な環境」「しつけと適度な運動」「散歩中のフンの片づけ」を心がけましょう。
　あなたのペットをトラブルの原因にしないようにしてください。

■もしも飼うことができなくなったら？

　やむを得ない事情でペットを飼い続けることができなくなったら、新しい飼い主をみつけるよう努力してください。

　かわいそうだからと山野に放すと、無残な死を迎えるか野生化して人間に危害を及ぼすこともあります。また、

動物の種類によっては生態系に影響を及ぼすこともあります。

　ご不明な点は、岡山県動物愛護センター（TEL.086-724-9512）にご相談ください。

　　岡山県動物愛護センターＨＰ　http://www.pref.okayama.jp/soshiki/191/

【西粟倉村　保健福祉課】

不妊去勢手術対象となるのは・・・

①飼い主の住所が岡山県内にあること。

②（公財）岡山県動物愛護財団の「ふれあい動物友の会」に入会（有料）していること。

③犬の場合、狂犬病予防法に定める登録を行っており、且つ申請する年度の狂犬病予防注射済票の交付を市

町村で受けていること。

④岡山県内の動物病院で手術を受けていること。

⑤飼い犬、飼い猫に限る。

助成額は・・・

　メス　5,000 円　オス　3,000 円

問合せ先

　（公財）岡山県動物愛護財団　086-724-3288
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令和２年度　集団狂犬病予防注射のお知らせ

　狂犬病は人畜伝染病のひとつで、日本国内では近年発生が確認されていませんが、他の多くの国々では現
在でも発生しています。人や犬が感染発症した場合、ほぼ 100％死亡する極めて恐ろしい病気です。あな
たの愛犬がいつ感染し、誰に危害を加えるかわかりません。
　令和２年度は下記の日程で集団狂犬病予防注射を行いますので、必ず注射を受けさせましょう。

【日時及び会場】

①　令和２年４月１５日（水）

大茅公民館　　 13:30 ～ 9:40

坂根公民館　　 13:50 ～ 14:00

あわくら温泉駅 14:10 ～ 14:20

塩谷公民館　　 14:30 ～ 14:40

よりみち前駐車場 14:50 ～ 15:00

引谷公民館　　　 15:10 ～ 15:20

中土居公民館　　 15:30 ～ 15:40

筏津公民館　　　 15:50 ～ 16:00

②　令和２年５月３１日（日）

よりみち前駐車場 9:30 ～ 10:30

【注射等に必要な料金】
①　注射のみの場合　　　　　　　  3,050 円（注射済票交付手数料を含む）

②　登録料（新規登録の犬のみ）　　3,000 円

③　注射済票交付手数料　　　　　 　550 円

※釣り銭のいらないようご協力願います。なお、犬の新規登録申請をされる際には飼い主の方の印

鑑を合わせてご持参願います。

【狂犬病予防注射を受けたら…】

①　集団注射会場で受けられた方

　会場で注射済票交付手数料と引き換えに交付する、注射済票を犬の首輪につけてください。

②　動物病院等で個別に受けられた方

　保健福祉課窓口にお越しいただき、注射済票交付手数料と引き換えに交付する注射済票を犬の首輪

につけてください。

手続きに必要なもの：動物病院等で発行された狂犬病予防注射済証及び注射済票交付手数料

ペットを飼うときのマナー
犬の飼い主には……①飼い犬の登録をすること
　　　　　　　　　②飼い犬に年 1 回の狂犬病予防注射を受けさせること
　　　　　　　　　③犬の鑑札と注射済票を飼い犬に装着すること　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が法律により義務付けられています。

↗

計画的に
受けよう！！
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１年生になったら
　３月１８日（水）に１１人の元気な子ども達が西
粟倉幼稚園を巣立っていきました。当日は保護者の
皆さんに見守られながら卒園証書を堂々と受け取
り、一人ひとりが将来の夢を披露しました。

　４月からは小学生です。これからも仲間を大切にして “ 何でもやってみるみる ” の心でチャレンジしてい
ってください。一年生になったら楽しみなこと、がんばることをお伝えします。

・みんなと勉強するのが楽しみ
・本を読むのをがんばる
　　　わたなべ　さち

・勉強の時間が楽しみ
・体操をがんばる
　　　おがわ　りく

・なわとびが楽しみ
・ひき算をがんばる
　　　ますおか　しいか

・給食を食べたあと運動場で
遊ぶのが楽しみ　　

・図工と算数をがんばる
　　こばやし　りゅうせん

・友だちがたくさんできる
のが楽しみ

・漢字をがんばる
　　おさき　しんのすけ

・どんな勉強をするのか
楽しみ

・友だちをたくさんつく
るのをがんばる
　　　よこえ　はるい

・運動場で遊ぶのが楽しみ
・みんなと勉強することを
がんばる
　　　おおしま　ももり

・おねえちゃんと一緒に
学校へ行くのが楽しみ

・はやく走りたい
　　　　はるな　りか

・運動場の遊具で遊ぶの
が楽しみ

・ひき算をがんばる
　　　せき　あやな

・おにいさんやおねえさん
とリレーをしたい

・数字の勉強をがんばる
　　　おがわ　さら

・みんなと仲良くすること
・字を書くのをがんばる
　　　あづま　めい

長い休みとなりましたが、
  げんきっこの子どもたちは元気いっぱい‼
　新型コロナウイルス感染予防対策として、西粟倉村でも３月２日

（月）から学校が臨時休校となりましたが、学童保育のげんきっこク
ラブは長期休暇時と同様に開所しました。
　ただし、子どもたちの健康・安全を第一に考え、手洗いや消毒、こ
まめな換気を行い、なるべく密集して生活しない工夫をして受け入れ
を行いました。天気の良い日は、なるべく外での活動を取り入れ、散
歩に出かけたり、公園や校庭で元気に遊びました。天気の悪い日は広
い体育館の中でも人数を制限しながら活動を行いました。

　また、卒業式に出席できなかった１～
４年生は、６年生のへ感謝の気持ちを直
接伝えたくて校庭の端から６年生にメッ
セージを送りました。

　ローソンの「学童保育施設おにぎり無償配布」に
申し込み、３月２４日（火）のお昼にローソンの方
がおにぎりを届けにきてくださいました。いただい
たおにぎりはみんなでおいしくいただきました。
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「体力向上」を目指して！　～縄跳び編～

第 73 回卒業式

　３月１３日（金）に体育館で第 73 回卒業証書授与式を行いました。「いつもと違う」卒業式となっ
てしまいましたが、「いつもと変わらぬ」、いや！ いつも以上に感動的な素晴らしい卒業式となりました。
出席者全員で卒業生たちの３年間のめざましい成長を讃え、新しい門出を祝うことができました。

　体力向上を図るために、全校児童が「最強ジャンプ」と「縦割り班対抗・長縄跳び
大会」に取り組みました。２月３日（月）から１４日（金）までの２週間で、一人一

人が色々な縄跳びの技に挑戦し、できたらチャレンジカードにシールを貼っていきました。業間休みになる
と、全校児童が一斉に体育館に集い、ひたすらジャンプ！ ジャンプ！ 低・中・高学年と進むにつれて、チ
ャレンジカードのレベルは難しくなっていきますが、自分の目標に向かって、根気強く取り組んでいました。
全てクリアした児童には、「最強ジャンパー」として賞状が贈られました。
　２月２５日（火）には、縦割り班対抗での長縄跳び大会を開催しました。それに向けて、２月１７日（月）
からの１週間は練習期間でした。高学年の児童を中心に、苦手な児童や低学年に声かけをしたり、跳び方を
教えてあげたりしながら、１回でも多く跳べるように班で協力している姿が見られました。連続で何回跳べ
るかを競う大会でしたが、一番多く跳べた班は、３回の合計が１００回を上回る結果でした。上位３チーム
には、「最強ジャンプチーム」として、賞状が贈られました。

卒業証書授与　卒業おめでとう

威風堂々

掲示板　大切に使います

♪旅立ちの日に♪ＰＴＡ記念品授与

答辞
友情、愛情
に感謝

送辞
先輩方に
感謝



16広報にしあわくら　4月号

あわくら会館

デザインから考えるベレー帽

■ご利用案内
　あわくら会館　西粟倉村影石３３－１
　　・開館時間　８：３０～２２：００
　あわくら図書館（あわくら会館内）
　　・開館時間　１０：００～１８：００
　　・休  館  日　祝祭日、年末年始、毎月最終月曜
　　　（４月は２７日、５月は３・４・５日が休館日）
　　・臨時開館　４月２９日、５月６日の祝祭日
■問い合わせ先
　あわくら会館・図書館　　TEL ７９－２１１６
　教育委員会事務局　　　　TEL ７９－２２１６
ホームページもリニューアル「あわくら会館」で検索

あわくら会館で行われる「生きるを楽しむ」イベント・活動を紹介

－世界でひとつのベレー帽をつくろう－

■時　間　１０：００～１４：００
■場　所　あわくら会館　南２
■講　師　山口千夏さん（帽子屋ＵＫＩＹＯ）
■参加費　６，０００円（材料費）
■定　員　６名（中学生以上を対象）
■締　切　４月１１日（土）
お子様のサイズを希望の方は、ご連絡ください。

◀ 

申
込
フ
ォ
ー
ム

４月１３日（月） 春のカメラさんぽ
－にしあわくらの春を見つけよう－

■時　間　９：００～１２：００
■場　所　あわくら会館 南２と村内
■講　師　福井啓太さん（役場広報）
■定　員　１０名
　　　　　（写真を撮りたい方なら誰でも対象）
■持ち物　筆記用具、デジダルカメラ、
　　　　　スマートフォン

◀ 

申
込
フ
ォ
ー
ム

４月１９日（日）

みんなでまわし読み新聞
－新聞を楽しむ新しいコミュニケーション－

■時　間　午前１０：３０～１２：３０
　　　　　午後１４：００～１６：００
■場　所　あわくら会館　百森ひろば
■講　師　猪田有弥さん（地域おこし協力隊）
　　　　　瀬尾由起子さん ( 山陽新聞社 )
■定　員　各１０名（小学生の親子～大人が対象）
■締　切　４月１７日（金）　■持ち物  筆記用具

◀ 

申
込
フ
ォ
ー
ム

４月１８日（土） 革のカードケースづくり
－初めてでも簡単！レザークラフト－

■時　間　１０：００～１４：００
■場　所　あわくら会館　南２
■講　師　渋谷肇さん（渋谷カバン）
■参加費　１，５００円（材料費）
■定　員　１０名（小学生の親子～大人が対象）
開催時間中、随時受付のため、いつでも参加くだ
さい。希望時間がある場合も事前にご連絡下さい。

◀ 

申
込
フ
ォ
ー
ム

４月２６日（日）

大人が楽しむボードゲーム
－大人も本気で遊びたい！－

■時　間　１３：００～１６：００
■場　所　あわくら会館　南２
■ナビゲーター
　　　　　粟屋多恵子さん
■定　員　１０名
　　　　　（中学生以上）

◀ 

申
込
フ
ォ
ー
ム

４月２９日（祝日）

ボードゲームの
　　持ち込みも大歓迎！

あわくら会館・図書館のイベント・活動の詳細はホームページのイベントページをご覧下さい。
　「あわくら会館」で検索または http://www.vill.nishiawakura.okayama.jp/wp/awakurakaikan/ にアクセス
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■開催日　１３日（月）・２８日（火）
■時　間　１８：００～２１：００
毎月２回開館予定。仕事の後にいかがですか？

「あつまる、つながる、やってみる、」

あわくら会館

新あわくら会館がオープン
たくさんの「生きるを楽しむ」活動がスタート

図書館の新刊情報

　その他の新刊は、あわくら図書館ＨＰまたは館内
設置の図書検索システムをご覧下さい。

一般書

　『スワン』　　　　　　　　　　　　　呉勝浩／著
　『アート思考』　　　　　　　　　　秋元雄史／著
　『自由の森学園の学食レシピ』　
　　　　　　　　　　　自由の森学園食生活部／著
　『社員をサーフィンに行かせよう
　　　　　　パタゴニア経営のすべて』
　　　　　　　　　　イヴォン・シュイナード／著
　『ＡＩに負けない子どもを育てる』   新井紀子／著
　『森の幼稚園』　　イングリッド・ミクリッツ／著
　『ビーカーくんのゆかいな化学実験』
　　　　　　　　　　　　　　　うえたに夫婦／著
　『日本酒語辞典』　　　　　　　こいしゆうか／著

児童書 

　『ころべばいいのに』　　　ヨシタケシンスケ／作
　『うちゅうひこうしになりたいな』　
　　　　　　　　　　　　バイロン・バードン／作
　『世界の働くくるま図鑑　上・下』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他多数

４月の夜のとしょかん会
－夜に開館する特別な日－

生まれ変わったあわくら会館・図書館
　令和２年４月５日（日）新施設がオープンしました。
　愛称も親しみを持った「あわくら会館」を受け継ぎ、
村民の皆さんの「生きるを楽しむ」ための拠点施設と
して、村民の皆さんが中心となる活動が次々と始まっ
ています。
　右のページでは、村民の皆さんが講師となる “ 村民
講師イベント ” 情報を掲載しています。色々なジャン
ルのイベントが行われますので、「あつまる、つながる、
やってみる、」を体感してみませんか。

　図書館でご覧いただける雑誌・新聞の種類を拡大し
ました。最新号以外は貸し出しも可能です。

■雑誌・新聞コーナーが充実

生活ファッション　　　　　　　　　７誌
ビジネス・スポーツ・趣味・科学　　６誌
地域づくり・農業　　　　　　　　　３誌
タウン情報　　　　　　　　　　　　４誌
子育て・育児　　　　　　　　　　１０誌
寄贈雑誌　　　　　　　　　　　　　４誌

■あわくら会館　  【開館時間】８：３０～２２：００
　　※あわくら図書館開館時間外は施設利用の予約の上、
　　　役場でカギを借りてご利用下さい。
■あわくら図書館【開館時間】１０：００～１８：００
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☆春の交通安全県民運動のお知らせ☆
『思いやり　ゆとりは無事故へ　つづく道』

　4月 6日（月）から 4月 15日（水）までの 10日間、「令和２年春の交通安全県
民運動」が県下一斉に展開されます。また、4月 10 日（金）は「交通事故死ゼロ
を目指す日」です。ドライバーの方はもちろん、村民すべての方々が、交通事故を
起こさない、また交通事故に遭わないよう安全な行動を心がけましょう。

期間：４月６日 (月 ) ～４月１５日 ( 水 )
　　【最重点目標】
　　　・危険な横断の禁止
　　　・スピードダウンの励行

◆カーブでは、車が外に飛び出そうとする力が働くため、手前で十分減速しましょう。
◆横断歩道は歩行者優先です。車で横断歩道を通過するときは、横断しようとしている歩行者がいないか確
認しましょう。
◆「面倒」「近くに行く」という理由でシートベルトをしない人がいます。しかし、シートベルトを締める
のにかかる時間は、ほんのわずかです。あなたを守る命綱として、車に乗ったら必ずシートベルトを締めま
しょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【西粟倉村　総務企画課】

特 色ある教育 通信
～ふるさとの自然や人に学び、子どもたちの生きる力を育む西粟倉ならではの教育プログラム～

ふるさとでの学びを未来へつなげる
　　　「ふるさと元気アワード授賞式」西粟倉小学校５年生

　西粟倉小学校５年生の児童は昨年度から２年間、
ふるさと元気学習の中で森林について学びました。
　４年生では、株式会社百森の永美暢久さんに人工
林と天然林の違いや、森に生きる植物のことについ
て、森を案内してもらいながら教えてもらいました。
　５年生では、「百年の森林構想」を学び、村の人
工林は先人たちが私たちのために植え、育ててくれ
たことを知りました。その森を未来に残していくた
めに、森を管理する株式会社百森を立ち上げられた
田畑直さん、実際に森を守る作業をする株式会社清
勝の小川勝也さんの仕事場に案内していただき、作
業を見せてもらったり、話を聞いたりしました。

■２年間の学習について

▲真剣に発表を聞く４年
生たちの姿

「ふるさとを元気にしてくれている人を表彰」

■アワードを贈りたい

　児童たちは学習に協力
してくださった３人を表
彰することに決めまし
た。３人を取材し、話し
合い、小川さんには仲間

　発表には４年生も参加し、５年
生が深めた学びを表彰という形で
表現する姿を見学しました。
　ふるさと元気学習は新５年生へ
バトンタッチし、未来へつながっ
ていきます。

■次の学年へ

を大切にし、あきらめない「あっぱれで賞」を、田
畑さんには村の未来を考え挑戦する「リーダー賞」
を、永美さんには多くの木の知識からどうすれば山
主さんに喜んでもらえるかを考える「物知り博士で
賞」を贈ることにしました。村のみなさんにも受賞
者さんたちのことを知ってもらい、村の森を皆で未
来に残していきたいと、あわくら大学の中で３名の
すごいところを発表し、表彰することができました。

▲ ２年間森について学んできました
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戦没者等のご遺族の皆さまへ
～第十一回特別弔慰金が支給されます～

■特別弔慰金の趣旨
　今日の我が国の平和と繁栄の礎となった戦没者等の尊い犠牲に思いをいたし、国として改めて弔慰の意を
表するため、戦没者等のご遺族に特別弔慰金 （記名国債）を支給するものです。
　対象となるのは、先の大戦において公務上又は勤務に関連した傷病により死亡した者（旧軍人軍属、準軍
属）の死亡当時のご遺族で、公務扶助料や遺族年金等を受ける方がいない場合に、先順位のご遺族お一人に、
第十一回特別弔慰金が支給されます。

特別弔慰金は、ご遺族を代表するお一人が受け取るものです。ご遺族間の調整は、
記名国債を受け取った方が責任を持って行うことになります。

○支給内容：額面２５万円（５年償還の記名国債）
○請求期間：令和２年４月１日から令和５年３月３１日まで
○請求窓口：西粟倉村役場　保健福祉課（いきいきふれあいセンター内）
　　　　　　電話番号　０８６８－７９－７１００
※対象となる方には通知を送付しますので、ご確認くださいますようお願いします。

【西粟倉村　保健福祉課】

　新型コロナウイルス拡大に伴い、3 月末時点では先の見えない自粛生活が続いています。外出を控えすぎ
て「生活不活発」による高齢者の健康への影響が危惧されています。
　動かないこと（生活不活発）により、身体や頭の動きが低下してしまいます。歩くことや身の回りのこと
など生活動作が行いにくくなったり、疲れやすくなったりして、フレイル（虚弱）が進んでいきます。
　フレイルの進行を予防するために、動かない時間を減らしましょう。

村の介護保険の「今」　パート⑧ －新型コロナウイルスの影響－

■自宅でもできるちょっとした運動で体を守ろう
・寝転がっている時間や座っている時間を減らそう
・散歩や農作業、庭の草むしりなどをしよう

■家族や友人との支え合いが大切
・近所の方同士や電話などを利用して話そう
・困った時には助けを呼ぼう、助けを呼べる相手を
考えておこう

　ご家族の方も是非、フレイル予防の声掛けで活動を促してください。
【西粟倉村　保健福祉課】
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        　  事異動（令和２年 4月 1日）人

氏　名 新 旧

昇　任

高木　都子 保健福祉課　課長 保健福祉課　課長補佐

萩原　勇一 産業観光課　課長 産業観光課　課長補佐

榎原　博文 総務企画課　課長 総務企画課　課長補佐

佐藤　理 建設課　課長補佐 建設課　主幹

中野　治 保健福祉課　課長補佐 保健福祉課　主幹

白簱　佳三 産業観光課　課長補佐 産業観光課　主幹

岳山　舞 幼稚園　主任 幼稚園　主事

配置換

上山　隆浩 地方創生推進室　参事
地方創生特任参事

産業観光課長兼務

粟屋　聡 出納室　室長 総務企画課　課長

小椋　一成 教育委員会　課長 建設課　課長

神原　徹 建設課　課長 保健福祉課　課長

豊福　靖宏 総務企画課　主幹 産業観光課　主幹

萩原　眞幸光 産業観光課　主幹 保健福祉課　主幹

春名　一樹 保健福祉課　主幹 総務企画課　主幹

梶並　塁土 地方創生推進室　主任 総務企画課　主任

国からの
派遣

大井田　明優 産業観光課　主事
近畿中国森林管理局

和歌山森林管理署

退職者

神原　信之 出納室　室長

三瀬　由美子 産業観光課　主任

再任用 神原　信之 建設課　主幹
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　令和２年４月から令和３年３月分の国民年金保険料は、16,540 円（月額）です。保険料の納付期限は翌
月末（例えば４月分は５月末まで）です。
　国民年金保険料は支払方法が選べます！

（１）納付書によるお支払い
金融機関、郵便局、コンビニエンスストア等の窓口、または電子納付（ペイジー、インターネットバ
ンキング等）で納付できます。

（２）口座振替による継続的なお支払い（口座からの引き落とし）
口座振替を利用すると、金融機関等に行く手間と時間が省け、納め忘れも防ぐことができます。さらに、

「早割（当月末納付）」や「前納」で納めると、保険料が割引されます。
（３）クレジットカードによる継続的なお支払い

年金事務所に申し込み、継続的にクレジットカード会社が立替納付を行うものです。立替納付日が土・
日・祝日の場合は、翌営業日に立替納付されます。

　役場および年金事務所では納めることができません。ご了承ください。
★詳しくは、津山年金事務所（電話 0868-31-2360）までお問い合せください。

国民年金保険料の納付方法

ね んきんおしえて

令和２年度普通救命講習（個人）予定表
令和２年度応急手当の普及啓発として、普通救命講習Ⅰ（修了証交付）の講習を下記のとおり実施します。

※業務都合等で中止する場合もあります。
○講習日：令和２年 5 月 16 日（土）、6 月 20 日（土）、7 月 18 日（土）、8 月 22 日（土）、
　　　　　　　　　9 月 19 日（土）、10 月 17 日（土）、11 月 21 日（土）、12 月 19 日（土）、
　　　　　令和３年 1 月 16 日（土）、2 月 20 日（土）、3 月 20 日（土）
○時間及び定員：13 時 30 分～ 16 時 30 分　概ね 10 名
○申し込み方法：受講日の 1 週間前までに消防署へ電話にて申し込んでください。
○受講料：無料
○講習会場：美作市消防本部
○講習の注意点：お一人から受講可能で、当日は動きやすい服装でお願いします。
　　　　　　　　遅刻や早退があれば講習終了とは認められません。
○応急手当 web 講習（e －ラーニング）について：e- ラーニングとはインターネットを利用した講習です。
パソコン、スマートフォン、タブレット等を使用して、事前に救命講習の座学部分（1 時間）を受講するも
のです。受講していただくことで前半の 1 時間が免除され、２時間の講習となります。(14:30 ～ 16：30）
詳細は美作市ホームページをご覧いただくか、お問い合わせ下さい。

【受付・問合せ】美作市消防署　救急係
　　　　　　　　〒７０７－００２４　美作市楢原下１１００
　　　　　　　　電話　0868-72-2603



黄金泉 大人 700 円→ 500 円

小人 500 円→ 400 円

元　湯 大人 500 円→ 400 円

小人 250 円→ 200 円

（小学生未満無料）
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★☆　日本財団より福祉車両助成のご報告　☆★
　公益財団法人　日本財団より２０１９年度福祉車両助成事業により、
車いす対応車（スズキ　エブリィ）を令和２年３月４日に納車していた
だきました。整備した車両は、車いすが１台乗車可能で、定員は４名（車
いす含む）です。
　この福祉車両は、小規模多機能型ホームひだまりで送迎・訪問などに
使っています。ご利用者さんからは「乗りやすくて、振動も少なく快適
な乗り心地」と多くの方が喜ばれています。
　日本財団の皆さまには、利用者・スタッフ一同よりお礼申し上げます。

★☆　ゆうゆうハウス・ひだまりだより　☆★
　ゆうゆうハウスでは、季節の行事を楽しく開催して
います。
　２月は、節分の豆まきを行いました。一般的には「鬼
は外、福は内」と声を出しながら福豆を撒いて、年齢
の数だけ（もしくは 1 つ多く）豆を食べる厄除けを
行うものですが、ゆうゆうハウスでは、利用者さんが
作成した赤鬼・青鬼めがけて玉入れの球を勢いよく投
げていました。
　「これで、厄が落ちるわ」「自分の中の悪い鬼がでて
いったわ」などの声がありました。これから、３月は
ひな祭り、４月はお花見と楽しい行事が続きます。
　皆さん春が来るのを心待ちにされているようです！

☆★　地区サロン情報　★☆

■西粟倉村社会福祉協議会　　　　　　　　　☎０８６８－７９－２５６１
■高齢者生活福祉センター　ゆうゆうハウス　☎０８６８－７９－２８６１
■小規模多機能型ホーム　ひだまり　　　　　☎０８６８－７９－２１００
■地域福祉推進事業　よりみちサロン　　　　☎０８６８－７５－３０６９

　小規模多機能型ホームひだまりは、デイサービス、
ホームヘルプサービス、宿泊サービスを組み合わせ
て利用できる施設です。この日は、新しい利用者さ
んが来られましたが、以前からの顔見知りで「あり
ゃ、○○さん！元気だったん？」「ここへ座りんさ
い」とすぐに打ち解けておられました。その日の３
時のティータイムは特別に用意したケーキとおしゃ
れなティーカップで歓迎会を行い、楽しいひと時を
過ごされました。宿泊も少し不安があったようです
が、皆さんと一緒でさみしくなかったようです。ご
家族に様子をお伝えしたら安心されていました。
　今後もひだまりでは、利用者様、ご家族様に寄り
添ったサポートをしていきたいと思っています。

☆★一時預かり託児 おひさま★☆
　各地区公民館で地区サロン活動が活発に行われていま
す。以前は月１回の開催がほとんどでしたが、最近元気
な地区の中には、毎週１回集まって活動をされていると
ころも増えてきています。活動内容も自分たちで考えて、
介護予防教室の勉強や出前講座、囲碁ボールや食事会な
ど楽しく活動されています。
　地区サロンの目的は「閉じこもり防止」や「仲間づく
り」「健康づくり」「地域への声掛けの強化」など様々で、
どれも良い効果のある活動です。どなたでも参加できま
すので、自分の地区の公民館を覗いてみてください！

　一時預かり託児おひさまがスタートして２年
が経過しました。少しずつ利用される方が増え
ています！
会員状況（登録状況）
　　　　　令和２年３月３１日現在
　　おねがい会員 ･･･　１６名
　　てだすけ会員 ･･･　２４名
利用状況

・個人利用：２０件（参観日・歯科受診など）
・集団託児：１０回（小学校の総会・講演会など）
　　　てだすけ会員　２３名がお手伝い！
　利用された方からは、「ちょっと預かっても
らって本当に助かった」「こんな場所があって
安心する」といった声を頂いています！
　困った時は、お気軽に社協又は集いの広場「バ
ンビ」へご相談ください。

集いの広場「バンビ」　☎７５－３９２０

集まる回数が増えています！
　外出の機会の増加は健康寿命
を延ばすことにつながります！　
人と会って話をすることがとて
も重要です。みなさんで声掛け
してひとりでも多く参加できる
ようにしてください！ ▲坂根サロンの様子
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　				   　人

●お悔やみ申し上げます
・小椋　ふみ子さん（引　谷）    2 月 22 日  86 歳
・平田　茂利　さん（別　府）    3 月   2 日  68 歳

　　　　　　　　令和２年 3 月１日現在
　　　 の動き　　　
●人口　  １，４４３人（－４）
　　男　　　６７０人（－１）
　　女　　　７７３人（－３）

（２月中の異動：死亡 2 人、転入 3 人、転出 5 人）
●世帯　　　６０７戸（－２）

( Ｒ 2.2.15 ～Ｒ 2.3.16 まで )

　　
　　　  意の窓　　　社会福祉協議会から
　　　　( Ｒ 2.2.21 ～Ｒ 2.3.17 まで )

●お悔やみ申し上げます
別　府　平田　佑貴様　父　茂利　様　香典返し
引　谷　小椋　一成様　母　ふみ子様　香典返し
●幸せ多い人生を
大　茅　萩原　薫　様　次男　直樹様　結婚内祝

善

新たに民生・児童委員が
加わりました！

　令和２年 3 月 1 日付けで、新たに厚生労働大
臣の委嘱を受けた２名の委員を紹介します。

任期：令和 2 年 3 月 1 日
～令和４年 11 月 30 日

　西粟倉村民生・児童委員は、これで 10 名全員
揃いました。
　各地区で活動をしていきますので、どうぞよろ
しくお願いします。

引谷地区
澤田 斡夫 委員（再任）

中土居・下土居地区
白岩 正 委員（新任）

司法書士による無料法律相談会開催
相談料無料、予約不要、秘密厳守

●開催日時　令和２年５月９日（土）　午前１０時～１２時
●会場　美作市民センター
　　　　（美作市栄町 35 番地）美作市役所隣
　　　　電話　0868-72-1135
●相談内容　登記に関する相談（相続、贈与、売買、建物、会社の登記）、成年後見に関する相談、多重債務、

破産に関する相談、境界に関する相談、その他、法律に関することで日ごろからお悩みの
問題について、是非ご相談ください。
　なお、つやま総合相談センターでは、平日午後 5 時～ 7 時に電話による無料法律相談も
実施しています。☎ 090-9730-2333 までご連絡ください。

●問合せ先　つやま総合相談センター長　司法書士　濱田正典
　　　　　　電話 0868-20-1155

※「川柳　粟の実」は、三月句会が中止となったため休載いたします。
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古紙のリサイクルに取り組むオフィス町内会と

森林の再生に取り組み岡山県西粟倉村との連携

により実現した「森の町内会－間伐に寄与する

紙－」を使用しています

割 割 割 割券 券 券 券 券引 引 引 引 引
黄金泉・元湯 有効期限

令和 2 年 6 月 30 日

割
黄金泉・元湯 有効期限

令和 2 年 6 月 30 日
黄金泉・元湯 有効期限

令和 2 年 6 月 30 日
黄金泉・元湯 有効期限

令和 2 年 6 月 30 日
黄金泉・元湯 有効期限

令和 2 年 6 月 30 日

日 月 火 水 木 金 土

４／１１
・サイエンスアカデミー

10:30 ～ 12:00
（あわくら会館）

１２

　作東診療所

１３
・デザインからつくる

ベレー帽ワークショップ

10:00 ～ 13:00
（新あわくら会館）
・夜のとしょかん
18:00 ～ 21:00

（あわくら図書館）

１４ １５
・狂犬病集団予防注射
13:30 ～ 16;00

（村内各地巡回）

１６

可燃ごみ

１７
・あわくら大学入学式
10:00 ～

（あわくら会館）

資源ごみ

１８
・まわし読み新聞
午前 10:30 ～ 12:30
午後 14:00 ～ 16:00

（あわくら会館）

１９
・春のカメラさんぽ
9:00 ～ 12:00
( あわくら会館）

　金沢外科医院

２０ ２１ ２２ ２３

可燃ごみ

２４
・行政相談会
13:00 ～ 16:00

（いきいきふれあいセ
ンター）

びん類

２５
・サイエンスアカデミー

10:30 ～ 12:00
（あわくら会館）

２６
・革のカードケースづ
くりワークショップ
10:00 ～ 14:00
随時開催

（あわくら会館）
　美作中央病院

２７
図書館休館

２８
・夜のとしょかん
18:00 ～ 21:00

（あわくら図書館）

２９
昭和の日
図書館臨時開館
・大人のボードゲーム
13:00 ～ 16:00

（あわくら図書館）
　原医院

３０
　軽自動車税

可燃ごみ

５／１

資源ごみ

２

３
憲法記念日
図書館休館

　大原病院

４
みどりの日
図書館休館

可燃ごみ

　田尻病院

５
こどもの日
図書館休館

古紙類
　原田内科医院

６
振替休日
図書館臨時開館

　福井医院

７

可燃ごみ

８

かん類

９
・サイエンスアカデミー

10:30 ～ 12:00
（あわくら会館）
・デザインからつくる

ベレー帽ワークショップ

10:00 ～ 13:00
（あわくら会館）

　 休日急患医（美作市医師会）は、2 月 26 日現在の予定です。利用にあたっては医療機関に必ずご確認ください。

　 納付期限にご注意いただき納付をお願いします。口座振替の方は残高確認をお願いします。

医

納

納

医

医

医

医医

医 医医

村民の生活を支えるライフライン、新規オープン！

あわくらＳＳ（サービス・ステーション）が営業開始
　４月１日（水）、あわくらＳＳの営業が開始しました。
　これまで「スタンド」として村内で親しまれてきたＪＡガソ
リンスタンドは、勝英農協の事業見直しにより撤退が決定。勝
英農協からの要請を受け、給油所廃止による車両・農機具への
燃料、冬期の灯油の安定供給など、住民生活への影響を考慮し、
土地及び建物を村が購入することとなりました。その後、運営
体制について検討・協議を行った結果、給油所については株式
会社あわくらグリーンリゾートが運営を引き継ぐこととなりま
した。
　オープン当日は早朝より祈願祭が行われ、営業開始と同時に
来店された方に記念品が贈呈されました。


